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Notes：　い）～（＋）Agglutination　occurred．
　　　　　　（一）　Agglutination　did　not　occur．
　著者の得た抗原変異株はform　variationによる弱凝集
性集落を誤って把んだのではなくて，6因子消失変異株で
あると認めてよかろう。
総括並びに考按
　抗血清加培地に継代培養することにより，S．　litchfield
及びS．tallahasseeから0抗原として8因子しか持たぬ変
異株の得られることを述べた。この抗原変換に用いた6因
子血清はS．newport　563の01血清をS．　virginiaで吸牧
して作ったものであるから，この吸牧に用いた菌が誤って
把握されたのではないかという疑いが生じて来るが，弐の
2つの点からこの疑いは否定することが出来る。
　1）変異株のH抗原が吸牧に用いたS．virginiaのH
　　抗原と異なっている（Table　2）。
　2）生物學的1性状が変異株とS．virginiaとでは異なつ
　　ている（Table　5）。
　さらにS．paratyphi　C　Hirschfeldの免疫血清をS．七a－
koradiで吸牧して7因子血清を作り，これを加えたブイ
ヨンにS．thompson　8，　S．　thompson　var．　berlin　2988，　S
virehow　4519，　S．　potsd’am，　S．　bareilly，　S．　oslo，　S．　pa－
puanaの7株をそれぞれ培養したが，継代培養10代に及
ぶも6，7→6，8の0抗原変換，或は7抗原の消失変異は遂
に認めることが出来なった。またS．virginiaの0血清を
加えたブイヨンにS．gatuni，　S．　manha七ta11，　S．　takoradi，
S．　litchfield，　S．　manchester，　S．　fayed，　S．　tananarive，
S。praha，　S．　tallahasseeの9株をそれぞれ培養したが，
遂に0抗原変異株を認めることは出来なかった。
　Salmonellaの0抗原については人工的変異の報告が少
なく，殊にC群の菌では全然見当らなかったが，著者の上
述の実験終了後，たまたまD．W．　Brunerの報告25）に接し
た。彼はSpapuanaにおいて6，7→6，8のO抗原変換を
認めたという。彼の認めた6，7→6，8の0抗原変換の型は
E群における3，10一・3，15或は3，15→3，10の抗原変換と類
似しているように見える。しかし，E群Salmonellaでは
0抗原変換が1つの菌株に限られず，他の菌株にもすべて
普遍的に認められるのに反し，6，7一》6，8の変異はS．pa－
puanaだけに限られてCl群の他の菌では認められない
という点で大いに異なっている。この点から見れば，E群
における0抗原の変換様式とはidenticalなものではない
ようである。
　もう1つここで問題になるのは，C群はC1群，　C2群
の2つの群に分かれていて，Ci群の0抗原因子には
61，鉱7の0抗原があり，C2群の0抗原因子には6エ，8だ
けで62を欠除している26）。ところで彼はGエ群のS．　osloの
0血清をC≧群のS．narasinoで吸逸しているから完全な
7因子血清ではなく，実際には（62十7）因子に対する0」血
清を用いているわけである。しかし，見出した変異株が果
して（61，6！，8）なのか或は（6i，8）なのかその点については
触れておらず，明かでないことである。
　著者の認めた6，8→8の0抗原消失変異はB群における
4，5，　12→4，12の消失変異に類型を求めることが出来る。8
因子だけの菌株が自然界からかなりの数分離されているこ
とからして，何かの因子によって6抗原消失変異もおこり
易いのではなかろうか。
　茨に問題となるのは変異株の発生機転であるが，今のと
ころ不明であって，いわゆるmu七ation　and　selectionを
完全に否定することは出来ない。著者は菌集団の中に，予
め8のみの菌が混在していて，これが淘汰されたのではな
いかという疑いがあるので，単二菌を分離して直接転換用
培地に継代して同様の実験を試みたが，それでも変換のお
こることが確認された。従って使用菌株中に，予めかかる
変異株が混在していて，それが淘汰されたのではないこと
8巻4号 水島一サルモネラにおける抗原の人工変換　XI 193
ははっき’り断言出来る。しかし単個培養の子孫に8抗原の
みのspontaneous　mutan七が生じて来る可能性は否定出
来ない。
　またC2群菌株のあるものではforrn　variationをおこ
すが著者の認めた変異株はforln　variationによるもので
はなく，6因子消失変異株と考えられる（Table　6）。
　なお6抗原消失変異が吸牧に用いた菌のDNA7）に関・係
がなかろうかということも一応検べてみた。即ち100。C　2
時間半加熱したS．virginiaを吸牧に用いて6因子血清を
作り，これを加えたブイヨンに，同様の方法で継代培養を
行い変異がおこるか否かを検べた。その結果S．litch丘eld
では継代培養5代目の集落13個中1個S．tallahasseeは
継代培養4代目に10個の集落中1個にそれぞれ変異株を
見出し得た。従って少なくとも変異は吸牧に用いた菌の
DNA　rL由来するものでわないことが知られる。
　なお（8二1，v；1，2…）及び（8：ゐ，Z32；一）の抗原構造の
菌株は自然界から未だ分離されていないが，将来分離され
る可能性も予想される。
結 論
　抗血清を作用させることにより，Salmonella　C群のS．
litchfield，　S．　tallahasseeの2’株において0抗原因子を消
失せる変異株が得られた。
　各変異株の抗原構造は安定である。
　　　　　　　　　　　　’　　　　（昭和SO．9．19受付）
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Summary
　　In　connection　with　the　antigenic　conversion　in　the　O　antigens　of　Group　B　’and　E　Sal－
monellas，　studies　were　conducted　to　determine　the　possibilities　to　induce，　in　vitro，　antige一　．
nic　changes　in　the　O　antigens　in　Group　C　Salmonellas，　By　cultivating　type　strains　of
Group　C！　Salmonella　in　anti－6　monofactor　serum，　the　O　antigens　were　converted　from
6，　8　to　8　in　S．　litchfield　and　S．　tallahassee，　while　not　in　other　strains．　The　resulting　anti－
genic　types　of　（8：1，　v；1，2…）　and　（8：Z4，　Zt］，，；一）　have　not　been　isolated　as　yet　but　the
possibility　is　suggested　that　the　said　types　will　be　isolated　in　the　future．
　　The　attempts，　however，　to　induce　antigenic　changes　from　6，7　to　6，　from　6，8　to　6　or
fi　om　6，　7．　to　6，8　and　vice　versa　were　not　sirccessful．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Sept．　19，　1955）
